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1917  1925   差  高等学校  1917  1925   差  高等学校  
上昇率  の設立  上昇率  の設立   
北海道  0．22％  0．19％  0．87  －0．03％  大学予科  鳥 取  0．58％  0．82％  1．42  0．24％  非設置   
青 森  0．18％  0．31％  1．66  0．12％  新 設  島 根  0．19％  0．83％  4．36  0．64％  新 設   
岩 手  0．18％  0．37％  2．08  0．19％  非設置  岡 山  0．37％  0．90％  2．47  0．54％  既 設   
宮 城  0．26％  0．89％  3，38  0．62％  既 設  広 島  0．30％  0．89％  2．98  0．59％  新 設   
秋 田  0．24％  0．28％  1．18  0．04％  非設置  山 口  0．46％  1．13％  2．48  0．67％  新 設   
山 形  0，26％  0．64％  2．49  0．38％  新 設  徳 島  0．17％  0．37％  2．19  0．20％  非設置   
福 島  0．15％  0．40％  2．67  0．25％  非設置  香 川  0．23％  0．59％  2．61  0．37％  非設置   
茨 城  0．22％  0．44％  2．02  0．22％  新 設  愛 媛  0．23％  0．77％  3．38  0．54％  新 設   
栃 木  0．27％  0．50％  1．87  0．23％  非設置  高 知  0．19％  0，96％  4．97  0．76％  新 設   
群 馬  0．17％  0．30％  1．78  0，13％  非設置  福 岡  0．40％  0，92％  2．32  0．52％  新 設   
埼 玉  0．18％  0．29％  1，59  0．11％  新 設  佐 賀  0．31％  1．26％  4，08  0．95％  新 設   
千 葉  0．23％  0．32％  1．42  0．10％  非設置  長 崎  0．22％  0．61％  2．79  0．39％  非設置   
東 京  1．35％  1．61％  1．I9  0．26％  既 設  熊 本  0．34％  0．63％  1．89  0．30％  既 設   
神奈川  0．34％  0．50％  1．49  0．16％  非設置  大 分  0．23％  0．60％  2．56  0．36％  非設置   
新 潟  0．29％  0．49％  1．70  0．20％  新 設  宮 崎  0．19％  0．34％  1．76  0．15％  非設置   
富 山  0．15％  0．42％  2．72  0．26％  公 立  鹿児島  0．27％  0．77％  2．81  0．49％  既 設   
石 川  0．27％  0．81％  3．03  0．54％  既 設  沖 縄  0．02％  0．13％  7．71  0．11％  非設置   
福 井  0．34％  0．52％  1．53  0．18％  非設置  全 匡】  0．32％  0．63％   1 98  0．31％  
山 梨  0．38％  0．46％  1．23  0．09％  非設置   
長 野  0．31％  0．77％  2．50  0．46％  新 設  既設県  
0．48％  0．87％  2．23  0．39％  
平均            岐 阜  0．23％  0．45％  1．96  0．22％  非設置   
静 岡  0．24％  0．47％  1．97  0．23％  新 設  新設県  0，27％  0．73％  2．69  0，45％  
平均            愛 知  0．29％  0．57％  1．95  0．28％  既 設   
三 重  0．37％  0，55％  1．47  0．17％  非設置  非設置県 平均  0．27％  0．47％  2．11  0．20％    滋 賀  0 
．39％  0．50％  1．27  0，11％  非設置   
京 都  0．70％  0．75％  1．08  0．06％  既 設  標準  
大 阪  0．36％  0．69％   偏差  0．19％  0．29％               1．91  0．33％  新 設   
兵 庫  0，30％  0．77％  2．59  0．47％  新 設  東京除く  
標準偏差  0．12％  0．25％        奈 良  0．25％  0．45％  1．75  0．19％  非設置   
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表2 官立高等学校の設置と輩出率  
輩出率の変化（平均値との比較）  
局 一す 高   低 → 高   高 → 低   低 －→ 低   
既設（ナンバー校  
高 等  熊本   
宮城，石川，鹿児島  愛知  
長野，大阪，広島，  山形，兵庫，島根，  青森，茨城，埼玉新潟，   




状  長崎   
神奈川，福井，山梨，  
況  
三重，滋賀  徳島，香川，大分，宮崎，  
沖縄，（北海道）（富山）  













表3 輩出率と所得税納付者比率との関連  
1903  1917  1922  1924  
相関係数  0．19  0．56  0．66  0．57  
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宅β市府県のま警抜度才旨数  郡市府県の琴出率  
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う（原，1998など）。このため，大阪や兵庫における輩出率が大正中期から全国を上回るのに対  
して，神奈川，愛知ではその時期が遅くなっているのであろう。  
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みても，大正末期には佐賀，山口は2に近い値を取るようになっている。もちろん，「藩閥」県  





































－284－   
三家：学歴エリートの輩出における地域的要因   


































輩出率を高めることを他の府県にも奨励したのである。   
その後10年のうちに，外山の危倶は一見，非常にわかりやすい結論に達する。かっては全国の  
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神奈川の輩出率は低いままであった。   
だが，大正後期に行われた高等学校の増設に伴って，「藩閥」県出身者の輩出率は再び上昇す  
る…①。そしてその一方で大阪府や兵庫県の輩出率がコンスタントに全国を上回り，所得税納税  



















1 麻生（1963，1964）においては，「人事興信録掲載者」を社会的エリートの指標として，その輩出   
率を学校類型ごとに算出している。  
2 大正7年12月に大学令が制定されるまでは無試験，以降は選抜試験が行われており，学部によって  
は入学が難しかった。  
3 公私立高校は官立高等学校に比べて規模が小さかったので全国レベルで見た場合にはそれはど大き   
な影響を持たないと考えられるが，富山高等学校の所在地である富山県，北海道帝国大学予科の所   
在地である北海道に関して，このデータの輩出率をもって分析を行うことは避けるべきである。よっ   
て本稿においては，北海道と富山県に関しては言及せず，高等学校が設置されていない県に準じた   
扱いをする。  
4 旧制高等学校資料保存会編1982 plO7～139  
5 例えば，愛媛教育協会は「独り四国に之を欠く，故に新たに増設せんとするときは，必ずや其の一   
をこの地に置かざるべらかず（前掲p154）」，また弘前市会による請願では「天然の不遇を補い地   
方の発達を促進するは偏に文教の力に侯たぎる可からす是れ地方的弁論に非ずして世界的通則たり」   
（前掲p183）。 
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6 「防長二州がよく従来の如く英才の輩出を計らんとせば山口高等学校の復興を計らぎるべからず而  
して其時機は今日が最も絶好の機会なり…。」（『防長新聞』大正6年3月3日，旧制高校資料保存   
会編1982，p140）  









9 明治35年の文部省告示第82号「高等学校大学予科入学試験規定」により，全ての高等学校の入学試  
験が文部省の管理運営の下に実施され，受験生は全国の高等学校，学科を順次指定し，志望順位に  
より入学許可されることになった。  










12 「生徒道府県別一覧表」「生徒本籍別」などと題した表がある。在学生徒の本籍地が分かる。学年  
別，学科別になっているものとなっていないものがある。  
13 文部省発行。全国の中学校に関して前年度卒業生の進路が記されており，中学校所在地道府県ごと  
の進学状況がわかるが，浪人して進学した者については知ることができない。  









16 兵庫県の神戸市では，1896年になって中学校が設立されるまでは，商業学校を有するのみであった。  
神奈川県では，県会の強い抵抗のため，中学校が開校されたのは全国で最も遅い1897年となってい  
る（米田，1991）。  
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